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　7月6日、清和グラウンドで老人クラブ連合会が主催
するグラウンドゴルフ大会が行われました。昨年は新
型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となり
２年ぶりに開催されました。矢部・清和・蘇陽の３支部
から225人が参加し、「久しぶりにこういった行事に
参加できた。最近は行事がなかなか開かれなかったの
で嬉しい。」といった声が聞かれました。

老連グラウンドゴルフ大会開催！

　7月6日、町内で作られる加工品のブランディングや
販路拡大を目的として、食品加工事業者を対象とした
セミナーが開催されました。講師に株式会社フンドー
ダイの副社長　松永千代蔵氏をお招きし、「6次産業
化」についてご講演いただきました。
　講演後、参加者が作った加工品を実際に見ていただ
き、販売方法やパッケージなどについてのアドバイス
を受けました。
　参加者からは、「具体的なアドバイスやヒントをいた
だくことができ、勉強になりました。」と商品開発への
意欲が見られました。

「山都町“食”の逸品セミナー」を開催しました。

参加者が作った加工品を試食する松永副社長

　約4年ぶりの放水再開を記念して肥後銀行が紙で再現でき
る通潤橋のペーパークラフトを作成しました。このペーパー
クラフトで町内の5、6年生が作成した通潤橋の作品が肥後
銀行浜町支店と役場本庁にて展示されています。
　なお、展示は８月17日まで。ペーパークラフトの素材は肥
後銀行ホームページからダウンロードできます。

小学生が通潤橋を紙で再現！

　７月10日、下矢部西部小学校　旧校舎において、「普段着のファッションショー」が開催されました。この
取り組みは長い自粛期間で、高齢者の笑顔が少なくなっていることを感じて、延寿会会長の津川則光さん
（猿渡）が発案されました。
　会員の中から当日選ばれた10人が、恥ずかしがりながらもランウェイに見立てたステージを闊歩し、
久しぶりに笑顔がはじけました。お
しゃれを通して出かける楽しみ、コー
ディネートを考えることで認知症予
防、笑顔になることで心のケアがで
きる一石三鳥の素敵なファッション
ショーとなりました。「今後も皆が笑
顔になることをやっていきたい」と、
津川さんは嬉しそうに意気込みを話
されました。

一石三鳥のファッションショー開催！

　7月13日、原地区の現在工事中の原中畑跨道橋の上に中島小学
校5,6年生12人が春夏秋冬をイメージした絵を描きました。九州
中央自動車道とその建設現場を見て関わることで子どもたちに土
木業界を知るきっかけになればと、施工業者である株式会社日本
ピーエスが企画しました。
　描画体験に先立って、まず学校で「鉄筋コンクリートとプレスト
レストコンクリートの違い体験」と、橋工事の歴史や同会社が建
設した橋の紹介などがありました。天城橋（宇城市～上天草市）や
上司尾橋（上寺）の紹介がされると子どもたちは「家族で渡ったこ

建設中の九州中央道をまたぐ橋で描画体験会

鉄筋コンクリートと
プレストレストコンクリートの違い体験

ドローンによる記念撮影

とのある橋だ！」「いつも通っている場所
だ！」と興味津々に話を聞いていました。
　描画体験では、最初はおそるおそる刷毛
をとって描いていた子どもたちでしたが、
友だちと協力してキャンパスいっぱいに
思い思いの絵を描くことができました。
　絵は上からアスファルトで舗装され見
えなくなりますが、子どもたちにとって貴
重な体験として思い出になりました。

　７月20日、南阿蘇地域畜産振興推進協
議会主催による『第16回蘇陽地区育成牛
品評会』がＪＡ阿蘇蘇陽家畜検査場にて
開催されました。
　入賞結果をご紹介いたします。

蘇陽地区育成牛品評会
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　7月20日、農業法人九州中央ジェネラルアグリ株式会社と
農業参入に係る協定を締結しました。今年2月に町に進出し
た同社は、町内においてトマトやナス、ピーマンなどを中心
とした野菜の栽培を行う予定です。また、野菜カット工場の
建設も計画しており、町における雇用の創出や地域農業の発
展に貢献するものと期待されます。同社の荒木久尚代表取締
役は、「地元で生産して地域貢献に取り組んでいく。地域の
方々に認められるように頑張っていきたい。」と話しました。

農業参入に係る協定を締結しました

左から石元・上益城地域振興局長、梅田町長、
荒木代表取締役
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